
「スーパーシティ」構想の概要

住民が参画し、住民目線で、2030年頃に実現される未来社会を先行実現することを目指す。
【ポイント】
①生活全般にまたがる複数分野の先端的サービスの提供
AIやビッグデータなど先端技術を活用し、行政手続、移動、医療、教育など幅広い分野で利便性を向上。
②複数分野間でのデータ連携
複数分野の先端的サービス実現のため、「データ連携基盤」を通じて、様々なデータを連携・共有。
③大胆な規制改革
先端的サービスを実現するための規制改革を同時・一体的・包括的に推進。

（＊１）API :Application Programming Interface 異なるソフト同士でデータや指令をやりとりするときの接続仕様
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（ⅰ）複数分野の先端的サービスの提供（概ね５分野以上を目安）

（ⅱ）広範かつ大胆な規制・制度改革の提案と、先端的サービス等の事業の実現に向けた

地方公共団体、民間事業者等の強いコミットメント

（ⅲ）構想全体を企画する者である「アーキテクト」の存在

（ⅳ）地方公共団体の公募による必要な能力を有する主要な事業者候補の選定

（ⅴ）地方公共団体による区域指定応募前の住民等の意向の把握

（ⅵ）データ連携基盤の互換性確保及び安全管理基準適合性

（ⅶ）住民等の個人情報の適切な取扱い

スーパーシティ区域の指定基準（国家戦略特区基本方針）
令和２年10月30日一部変更


